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藤沢市における
「プラスチックごみ削減」

について
藤沢市 環境部
環境総務課 須田



２０２１年２月暴風雨後の片瀬東浜
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海のごみは陸域から８割（川から７割）
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令和４年度分析
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【結果表】

【境川除塵機】

重量 比率

0.50㎏ 0.72%

0.50㎏ 0.72%

0.20㎏ 0.29%

0.50㎏ 0.72%

65.00㎏ 93.12%

0.10㎏ 0.14%

0.00㎏ 0.00%

3.00㎏ 4.30%

69.80㎏ 100%

※　その他の内訳　動物死骸等

項目

ペットボトル

プラスチック製品

その他

合計

空き缶・ビン

発泡スチロール

草・木・枝

紙製容器

新聞・雑誌

境川除塵機回収ごみ内訳

ペットボトル

プラスチック製品

空き缶・ビン

発泡スチロール

草・木・枝

紙製容器

その他

令和４年度分析
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令和３年度分析



藤沢市プラスチックごみ排出状況

H23人口
413,826人
16.3kg/人

R3人口
440,487人
17.7kg/人

2.8kg/人

3.6kg/人



リサイクルプラザ藤沢での
容器包装プラスチックの処理①

一般家庭から排出される容器包装プラスチックを次のように資源化
しています。

排出

［家庭］

収集

［パッカー車］

選別・圧縮

［リサイクル
プラザ藤沢］

資源化施設

1週に1回

軽く洗って袋
に入れて出す。

プラスチック製容器包装
とは

※異物があると資源化できなくなります。
また、異物が多いと受取拒否となる場
合もあります。

商品を包んでいるものや商
品を保護しているもので商
品と分離した場合に不要に
なるプラスチック製のもの
（ビニール、ラップなどを
含む）です。
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リサイクルプラザ藤沢での
容器包装プラスチックの処理②

袋をやぶく機械です



写真（手選別しているところ）プラスチック製容器包装
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異物として除去した
うちわ（不燃）や
お菓子の箱（本・雑紙）等

リサイクルプラザ藤沢での
容器包装プラスチックの処理③
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写真（圧縮梱包されたところ）プラスチック製容器包装

日本容器包装リサイクル協会に引き渡して、リサイクル
されます！

リサイクルプラザ藤沢での
容器包装プラスチックの処理④



プラスチック類の資源化費用

一般家庭から排出されるプラスチック類の資源化費用

（令和元年度実績）

品目 1 tあたりの資源化費用 排出量 藤沢市資源化費用

ペットボトル
収集・選別・圧縮・負担金

約1,600（t/年） 約4千2百万円約26,000（円/t）

プラスチック製容器包装
収集・選別・圧縮・負担金

約7,500（t/年） 約4億3千万円約57,000（円/t）

商品プラスチック
収集・選別・圧縮・負担金

約90（t/年） 約370万円約40,000（円/t）

約9,190（t/年） 約4億7,570万円

※リサイクルにかかる費用の一部はメーカー等が負担していますが、収集等の費用につ
いては自治体が負担しています。



藤沢市の取組
多量排出事業者への立入①

多量排出事業者とは

１月平均３トン以上又は年間３６トン以上の事業系一般廃棄物を排出する者

• 事業系一般廃棄物減量化等計画書などの提出
• 廃棄物管理責任者の選任

多量排出事業者：８６者/年(令和3年度実績）

立入調査：２０者程度/年

条例第１５条
で義務付けら
れています！



藤沢市の取組
多量排出事業者への立入②

【分別が悪い例】 【分別が良い例】

産業廃棄物が
混入

産業廃棄物が
混入

一般廃棄物
（紙類）

一般廃棄物
（紙類）

▪内容がわかる
ように写真や絵
で表示

▪ごみ箱を分類別
に用意している
(可燃、ﾌﾟﾗ、
PETなど）



藤沢市の取組
多量排出事業者への立入③

 事業系一般廃棄物の減量化，
資源化及び適正処理を図る

 事業系一般廃棄物減量化等
計画書を提出する

 廃棄物管理責任者を選任する

 市の調査，指導に応じる
（藤沢市廃棄物の減量化，資源化及び適正処理等
に関する条例第１５条）

義 務

違反し
た場合
は？

改善その他必要
な措置を講ずる
よう勧告

勧告に
従わな
い時
は？

廃棄物の受
入を
拒否できる



プラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律について



藤沢市の取組
市事業等におけるプラスチックごみ削減方針①

１ 必要性の低いワンウェイプラスチックの削減
(１) マイボトル、マイバッグの推進

ア 給水スポットのホームページ掲載
イ 民間事業者と連携したウォーターサーバーの設置
ウ 自動販売機でのペットボトル販売削減
エ マイバッグの作成・配布等

(２) リユース食器、紙容器の推進
ア イベント等でのリユース食器の貸出・利用
イ イベント等での紙容器の利用

(３) 会議における個別ペットボトル提供の禁止



藤沢市の取組
市事業等におけるプラスチックごみ削減方針②

２ プラスチック製品を使用する場合の配慮

(１) バイオプラスチックや再生プラスチック製品の使用推進

ア 備品等購入時における環境配慮型製品の購入

イ イベント等での「食べられる食器」や「生分解性食

器」の導入検討

ウ バイオプラスチック製ごみ袋の導入検討

(２) 繰り返し使用できるプラスチック製品の利用推進

イベント等でのリユース食器の貸出・利用



３ 発生したプラスチックごみの適正排出、適正処理

(１) 民間事業者と連携したペットボトル回収及び資源化の推進

(２) 資源化が容易となるような排出時における分別の徹底

(３) プラスチックごみ処理時における資源化可能な処理方法

の検討

４ 職員個々におけるプラスチックごみ削減への取組推進

(１) 意識向上を図るためのｅラーニング研修の実施

(２) マイボトル、マイバッグの利用推進

藤沢市の取組
市事業等におけるプラスチックごみ削減方針②



プラスチックごみ削減に向けて
藤沢市・ローソン・ラファイエットで連携

本市、（株）ローソン、（有）ラファイエットでの間でプラ
スチックごみ削減及びシティプロモーションに関する協定を、
２０２０年７月１日に締結しました。
【主な取組】
（１）本庁舎ローソンにおけるプラスチック製品の削減やペッ
トボトルを削減します。
（２）本庁舎ローソン、ラファイエット藤沢店等で、

FUJISAWACITYエコバッグの販売を始めます。
（３）この取組を藤沢市内店舗に広げていきます。
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エコバッグの販売
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FUJISAWA BLUEHANDS PROJECT
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マイボトル推進に向けた
ウォータースタンド（株）との協定

本市とウォータースタンド（株）との間で「プラスチックご
み削減に関する協定」を２０２１年３月１８日に締結しました。
市役所分庁舎等に水道直結式ウォーターサーバーを無償にて

設置し、マイボトルを推進することにより、ペットボトルなど
プラスチックごみの削減を図っていきます。
【ウォーターサーバー設置場所】
市役所分庁舎２階
本庁舎職員エリア（2階・４階・6階・８階）、秋葉台文化

体育館、秩父宮記念体育館、一部の市民センターなど



水道直結式ウォーターサーバー

本庁舎職員エリア 分庁舎２階



ペットボトル回収・リサイクルを促進に向け
セブン-イレブン・ジャパンと協定
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今年度は
市内のセブン-イレブン

３１店舗で回収

戸別収集以外に
ペットボトルを
資源として回収
する拠点が増え

ました。



ユニ
リーバ

Unite for Smile. UMILE
ふじさわ

官民連携による
日用品空容器 自主回収の実施

選別/洗浄/破砕/基材別にペレット化・材料化

左官材に破砕したつめかえパウチを混ぜた 「すなご」

苗ポット / プランター ボランティア袋

3Dプリンターを活用した 造形物

資源循環の可視化：
様々な再生品を藤沢市民に還元

市民啓発イベント

生活者

※将来的な目標として
地元企業との地域資源循環モデル構築 / 近隣市町との連携

近隣市町との
協働・共創

等

水平リサイクル品の販売

店頭での
取組告知

再来店動機

エシカル消費促進

等

UMILE(ポイント)も併せて付与

藤沢市ビーチクリーンプロギング 環境学習 藍染ワークショップ

藤沢市 x UMILE プラスチック資源循環及び環境美化の促進に関する協定 を締結

アートモリヤ

x

事業者の自主回収推進のため
ユニリーバ・ジャパンとの協定①
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UMILEプログラム 参加方法

ユニリーバ・ジャパンLINE公式
アカウントをお友達登録。

STEP１：登録 STEP２：UMILEを貯める

購入したユニリーバのつめかえ製品と
レシートを一緒に撮影しユニリーバLINEに送信。

or

回収ボックスの指定位置に空になった
ユニリーバのボトルやつめかえ製品を載せて
スマホで撮影し、ユニリーバLINEに送信。

or

or

or

サステナブルなソーシャルアクションをサポート
例) 海岸の美化活動 / ゴミ拾い

それら活動を拡散して下さった方への支援

D&I ソーシャルアクションをサポート
例) LGBTQIA+

ヤングケアラー
エッセンシャルワーカー等の支援

セルフエスティーム(自己肯定感)を高める活動の
ソーシャルアクションをサポート
例) ワークショップ支援等

NEW

NEW

NEW

STEP３：UMILEを使う

1 UMILE = 20 JPY 
donation

エコグッズコース

D&I / Self-esteem
寄付先の拡充

回収物由来の
リサイクルグッズを拡充

貯まったUMILEをプレゼントに交換！

事業者の自主回収推進のため
ユニリーバ・ジャパンとの協定②



ご清聴ありがとうございました。

適正分別・適正処理が３Ｒの推進や

地球温暖化防止へとつながります。


